
POLICY SPEECH

01
再
生
・
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、生
活
・

社
会
・
産
業
基
盤
の
再
生
と
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
市
民
対
話
型
窓
口
の
設
置

▪
光
通
信
情
報
網
を
整
備
拡
充
し
、
在
宅

　
勤
務
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
を
活

　
用
し
た
地
場
産
業
の
経
営
基
盤
の
整
備

▪
公
共
料
金
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

▪
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
Ｓ
о
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

　
ｙ
５
・
０
に
よ
る
未
来
都
市
の
実
現

▪
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

02
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
。
市
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
備

し
、「
子
育
て
す
る
な
ら
宇
城
市
」と
言

わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▪
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
総
合
的
な

　
拠
点
施
設
の
整
備

▪
不
知
火
小
・
小
川
中
の
校
舎
建
て
替
え

▪
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化

▪ 

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、

衛
生
管
理
基
準
を
満
た
す
給
食
を
提
供

　
無
料
化
を
目
指
す

▪ 

３
歳
未
満
の
保
育
料
低
額
化
と
第
３
子
　

以
降
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続

▪
３
歳
以
上
の
副
食
費
無
償
化
を
継
続

▪
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
継
続

▪
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
充
実

▪
外
国
語
指
導
助
手
の
増
員

▪
民
間
活
力
に
よ
る
英
語
学
習
の
強
化

▪
全
児
童
・
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
付

03
住
み
続
け
る
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、
医

療
費
や
介
護
費
の
縮
減
に
も
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
医
師
会
と
連
携
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
。
感

染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
国
と
連
携
し
た

対
策
で
コ
ロ
ナ
克
服
を
目
指
し
ま
す
。

▪
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・

　
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

　
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

▪
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
推
進

▪
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

▪ 

さ
し
よ
り
野
菜
・
た
っ
ぷ
り
野
菜
事
業
　

の
拡
充

▪ 

健
診
の
充
実
、
受
診
し
や
す
い
環
境
の
　

醸
成
と
受
診
率
の
向
上

▪
廃
棄
物
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

04
持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ず
は
行
政
自
身
が
持
続
可
能
で
あ

る
よ
う
に
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど

を
見
直
し
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
適
正
課
税
や
未
収
金
対

策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
公

共
施
設
の
再
編
や
民
間
委
託
の
推
進
な

ど
行
政
を
効
率
化
、
ス
リ
ム
化
し
、
産

業
や
経
済
、
災
害
に
強
い
都
市
構
造
を

構
築
し
ま
す
。

▪
企
業
誘
致

▪
市
内
企
業
の
雇
用
機
会
拡
大
を
支
援

▪
農
地
の
適
正
管
理
を
行
う
担
い
手
確
保

▪
地
域
を
け
ん
引
す
る
農
家
へ
の
支
援

▪ 

農
地
の
大
区
画
化
や
農
業
用
排
水
施
設
　

の
一
体
的
な
整
備

▪
大
野
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
線
の
整
備

▪
雨
水
ポ
ン
プ
場
整
備
な
ど
の
冠
水
対
策

05
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
内
の
人
口
は
中
心
部
で
微
増
す
る

地
域
が
あ
る
一
方
、
周
辺
部
か
ら
は
流

出
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の

自
治
体
の
先
例
と
も
な
る
持
続
可
能
な

仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
移
住
者
増
加
の

一
助
に
な
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
未
来
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

▪ 

市
の
知
名
度
、
注
目
度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
　

の
向
上

▪ 

市
内
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
交
流
人
　

口
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
の
波
及

▪ 

熊
本
天
草
幹
線
道
路
の「
宇
土
三
角
道

路
」を
観
光
・
定
住
の
起
爆
剤
に

06
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

皆
が
活
躍
す
る
ま
ち
の
実
現
に
は
、

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
へ
の
配
慮
や
働
き
方
改
革
に

努
め
、
子
育
て
や
介
護
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
で
、
誰
も
が
働
き
や
す

く
、
活
躍
す
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
や
高
等
教
育
の
充
実
を
行
い
ま
す
。

▪
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
の
大
規
模
改
修

▪
図
書
館
・
美
術
館
に
民
間
活
力
を
導
入

▪
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入

▪
通
信
制
高
等
学
校
を
誘
致

目
的
達
成
の
た
め
に

　

向
こ
う
４
年
間
、
今
ま
で
以
上
の
覚

悟
を
持
っ
て
、
必
ず
目
的
を
達
成
し
ま

す
。
中
で
も「
コ
ロ
ナ
の
克
服
」「
教
育

の
ま
ち
づ
く
り
」「
Ｓ
о
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
社
会
の
実
現
」に
、
注
力
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　宇
城
市
長

　
３
月
２
日
に
市
議
会
で
行
わ
れ
た

所
信
表
明
演
説
を
抜
粋
。
全
文
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ふ
る
さ
と
宇
城
市
の

再
生
と

発
展
の
た
め
に

所信表明
これまで以上の覚悟で理想のまちを実現

守田市政の3期目がスタート。
まちの明るい未来を実現するため、
就任当初から変わらぬ情熱を持ち続ける守田市長の信念とは。
市政運営のキーワード「6つの基本目標」を軸に3期目の意欲を語る。

Society 5.0とは
狩猟社会（Society 1.0）、農耕社
会（2.0）、工業社会（3.0）、情報
社会（4.0）に続く、わが国が目指
すべき未来社会の姿。

コ
ロ
ナ
の
克
服
、
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
、
Ｓソ

サ

エ

テ

ィ

ー

о
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
社
会
の
実
現
―
―
。


